
金
部
古
剛
山
志
巻
二

十

り な此 O ひも窓iJ!:由閤L按
てりの 長久 、 Il:と や か あ あ
と 寺r'J 殊長ていにる を' だ だな

柄覚寺い 寺寺門 陀久拘lへ 挺生 陀右 り な
ひ は ~n 院殴れらど 、七 あ れ れ
1)11 ‘見 もし長首 りや や
と へi!左 よ とけ・ 給久 何い糸我け六 夢

初 ‘E己 り時世同り歌県ひ院殿 にときがふ十さ
せ共 や古今日 0 ・ されきれ身友八め
しの品と :to- Il:破図 は は ははりとね
頃名前し のも長 女 らはっとはせれ
の 高 授ま誕生 ふじの子 んつるまつのぼ
も が.- に 、最'" た もるけのる ~;;あ
の。り でに、一 る ととふいささけ
左此 給して手家IJ風にの のまを とらくめr.;:
りの t あ のてみ きみかトての
し r'J ιJ ひり卿詠歌文雷'ふ雨 とれきり・は守吉 弘

E は . たしの臨 し ば し】の室

大サdth「俗 りが際叩共は主。 る に 花此陀と、の絶

の 飛 か駄感な筑性各首 え甲八泉 腕や。 るた
野豆の 陀芳;(;昇 る文
寺 岡ヱ 長 如天
町 1<: の 給じ 院殿 歌の 時吉 正の
へ在 作

E出 谷草事 高佳2霊千只 慈地寺 時法里 高山 量へ 孟百立 解手令 」動す 主量E唯t 空と人 華家 草O 体Eへ tども 露せし
街l 御 河 f寺是量移之 λヲ f守丸段4Z 差干 一也。 立山 た 、11寺

EZE図書JI 古利此F園 ti愛
民、 百に ・領常治括管 二 Il: 

緒由此は歩奔而奔天御 御制をi 年 目市移

墜狩E書程山 E跡竺軍 曹簡 ぽょの のせ呈γ~ Ei *ii算長。 額十主量〈只 日り真斡 良り

候十ユJ 僚日 程底、手 s開門 zへ雲府由・ 英民語陀 54 
Jt E A 品越、地i荏r f却 主-盟mE- EιE臣立 ヘA 、 A 亡ぞ， 

は人王都御 i御串 妙法山移岳占 .fリ 警挙目楠初 ふ てのは寺稿用 立。 、

、 重E前地 入拝 寺地加高 i蒜 草霊
喜量御 に 披 E立 i 葬 需 を
待 相成之像智冊主主 朗低結 E切 松ー ひ鮮

院敗 府中 -担柳 .R 寺tzS 側仕只。 前官任川マ僚立 帥魁福図 Z背E 作れ寸2 かた

Z型Ed車奇居品書抜を今EE前 Z後 TE品 ， 干， と
持之前日 町 ヂ妙 松へ鋭倣 」ュ と

阿
武
松
於
E

三
都
-
相
撲
利
助
大
略
紀

右
前
衆
舎
に
‘
天
正
十

}
年
金
調
印
御
入
披
之
湖
.
寺
地
河
原
町

K
て

苛
内
に
あ
り
。
い
い
か
さ
ま
心
元一
泣
き
次
第
な
り
と
亡
.
急
ぎ
告
知
ら

せ
て
、
翌
朝
哀
を
捌
起
し
け
れ
ば
、
枢
の
内
に
赤
子
あ
り
。
録
骸
の
廻

り
に
は
‘
毎
日
刊
以
来
り
取
行
き
け
る
餅
非
位
五
つ
六
つ
許
な
ら
べ
て

可
ν
被
ν
遊
旨
に
而
、
立
像
寺
俄
は
、
越
前
府
中
以
来
御
跡
事
v
慕
由
緒

之
組
、
小
幡
布
京

同
下
野
よ
り
官
上
有
v
之
。
依
ν
之
材
木
御
寄
進
、

き

τ恩
ひ
wH
る
w
ゃ
あ
り
。
此
頃
妊
妨
の
死
し
た
る
を
土
葬
に
し
て
此

右
雨
入
承
K
而
、
只
今
之
寺
御
建
立
抜
ι一仰付一
と
あ
り
。
按
宇
る
民
、

奔
伺
仕
る
と
減
せ
た
る
も
の
、
出
品
長
年
中
の
過
聞
な
る
べ
し
。
利
長

あ
り
。
相
悼
と
そ
と
不
思
議
の
思
ひ
を
な
し
‘
赤
子
を
取
上
げ
そ
だ
て

ta

け
り
。
男
子
陀
て
存
命
し
け
り
。
母
の
寸
七
年
忌
の
作
替
を
す
る

に
付
霊
会
常
す
ら
寺
西
庄
兵
街
の
家
人
何
の
十
兵
衛
と
い

ム

者
、
貞
享
四
年
の
頃
三
の
丸
御
#
所
陀
て
草
川
り
し
な
り
。
と
あ
り
。

卿
金
滞
入
城
し
紛
ム
は
院
長
凶
年
也
。
泊
目
地
紀
に
も
、
立
像
寺
は
、

出
血
長
年
中
微
妙
公
御
母
堂
誇
稿
院
股
よ
り
同
寺
鋭
凹
グ
場
建
立
の
一

ケ
寺
也
。
所
間
四
タ
寺
は
、
金
部
・
小
松
・
高
岡
・
富
山
な
り
。
皆
立
像

守
と
呼
べ
り
。
持
制
院
阪
は
小
幡
氏
に
て
、

定
紋
は
松
皮
変
な
り
。

今
按
宇
る
児
、
点
字
凶
年
よ
り
十
七
年
前
は
、

究
文
寸
一
年
半
亥
に

岱
れ
り
。
妊
綜
の
即
日
せ
し
を
土
葬
と
な
し
、
基
墳
の
中
に
て
出
生
し
、

共
の
児
存
命
の
事
相
知
れ
.
銅
山
し
養
育
し
て
成
長
せ
し
俳
誌
は
、

今
立
像
寺
の
側

m
k是
主
彫
物
陀
な
し
た
り
と
。
l
I
等
陀
て
も
立
拍
眼

寺
は
待
問
院
殿
の
治
立
主
り
し
都
知
ら
れ
け
り
。

O
立
像
寺
凱
堵
寄
事

酬
明
附

叫

鋒

K
一耳ふ
。申
H
A

文
の
末
比
か
有
り
け
ん
。原
川
野
閉
寺
町
の
聞
子

屋
へ

.
毎
日
本
合
頃
、
色
担H
K
と
し
た
る
女
、銭
ニ
文
苑
持
来
て
、白

き
餅
を
武
行
吉
け
る
事
二
・三
日
也
。
何
と
も

心
元
な
き
女
人
哉
と

気
付
宮
け
る
程
K
.
本
主
跡

E
本
ひ
て
行
古
け
れ
ば
、
立
品
開
寺
の
門

い
忙
し
へ
よ
り
彼
赴
あ
り
つ
れ
ば
.
質
事
な
る
べ
し
。

O
相
撲
阿
武
松
建
石

立
像
寺
門
内
に
あ
り
。
石
市
民
阿
武
松
緑
之
助
と
彫
刻
し
.
川昨陰
に

左
の
如
く
彫
刻
せ
り
。

の
方
へ
行
く
か
と
思

へ
ば
消
失
せ
け
り
。
誕
一
だ
い
ぶ
か
し
く
宕
も
ひ
、

文
化
十
二
年
椛
町
寸
町
目
於
居
心
法
寺
枇
内
-
大
相
撲
興
行
。
此
時
小

、
厚
，
悶
》

柳
長
吉
上
口
戦
。
同
十
三
年
上
二
段
上
。
同
年
三
段
上
。
文
政
二
年

門
を
た
A

き
て
内
へ
入
り
.
右
の
や
う
す
を
諮
り
け
れ
ば
、
位
持
問

金
源
古
股
志
袋
二

十




